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総合スピン科学の創成プロジェクト 

・ＭＲＩに代表され
るスピン技術は、
様々な研究分野で
利用され、発展し
てきた。 

 

・スピントロニクス
の基礎研究は急
速に発展しており、
あらゆる分野でス
ピンをキーとして
技術革新が期待さ
れている。 

 

・融合的なスピン
技術の学際的な
応用は進んでいな
い 

 

・スピン自身の基
礎研究では、陽子
などのスピンの構
造をクォークレベ
ルで探る研究が進
展している。 

背景（現状）  課題  

・能動核偏極技術を用いた
超偏極スピンの学際的応用 

 

・能動核偏極によるスピンの
基礎研究 

必要性、実績  

・分野を超えたスピン研究者の連携 

 

・山形大学での核子スピン構造研究にお
いて,世界最大の偏極標的建設において培

われてきた”能動核偏極技術”を核として
分野横断的な総合スピン科学研究を発展
させることで、超偏極スピンの学際的応用
を進める  

実現されるもの  

・物質の究極構造の解明 

（フロンティア） 
 

 

・肺、血管の高コントラスト撮像
の実現（健康） 
 

・生体内の水素の挙動観察 

（健康） 

・水素貯蔵の高度化による燃料
電池開発（環境、エネルギー） 
 

・スピン科学分野での新たな技
術革新 

・新領域での人材育成 

社会への貢献  

能動核偏極 陽子スピン構造解明 

中性子スピンコントラスト法 

超偏極核ＭＲＩ 

さらに高度化 

応用 



核 

電子 
（高偏極） 

マイクロ波 

能動核偏極の原理イメージ 





予算申請の状況 

H24 は 1/3 まで減額される予定 （震災の影響か？） 



プロジェクトの現状 

核子スピン構造の研究 

 ・ CERNでのCOMPASS実験 

    大型偏極標的を用いたデータ収集（２０１１） 
 ・ FNALでのSeqQuest実験の準備 

    大型粒子検出器の製作開始 

超偏極核MRIの基礎研究 

 ・ 新型希釈冷凍機システムのテスト 

 ・ 能動核偏極のテスト 

偏極中性子スピンコントラスト法の研究 

 ・ ほとんど手つかず 

総合スピン科学アソシエイト研究員 橋本亮氏 着任 


